
健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

沼
尾
　
利
郎

　
　
ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇

都
宮
高
校
、
獨
協
医

大
卒
業
後
、
米
国
留

学
を
経
て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病

院
機
構
宇
都
宮
病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は

同
病
院
名
誉
院
長
と
し
て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専
門
は
呼
吸
器
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

未
　
病

| 

健
康
と
病
気
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン 

|

４位
■県民所得

男性 37位
女性 45位

■平均寿命

〈栃木県〉

健 康 病 気未 病

⬅ 未病改善

■  

謙
信
と
健
診

戦
国
屈
指
の
武
将
で
あ
り
な
が
ら
信
仰

心
に
厚
く
「
義
」
を
重
ん
じ
た
上
杉
謙
信

は
、
49
歳
の
時
に
突
然
倒
れ
意
識
が
戻
ら

な
い
ま
ま
４
日
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
死
因
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
有
力
な

の
が
脳
卒
中
説
で
す
。
史
料
に
よ
る
と
謙

信
は
か
な
り
の
酒
好
き
で
あ
り
、
酒
の
肴

は
干
物
、梅
干
し
、塩
や
味
噌
な
ど
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
高
血
圧
に
よ
る
脳
卒
中
を

起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
早
川
智
教

授
／
日
大
医
学
部
）。
大
酒
と
塩
分
の
過

剰
摂
取
で
血
圧
は
相
当
高
か
っ
た
と
想
像

さ
れ
る
た
め
、
寒
い
越
後
（
新
潟
）
の
冬

に
脳
卒
中
で
倒
れ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
（
ト
イ
レ
で
倒
れ
た
の
で
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
）。
歴
史

に
〝
も
し
も
〞
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
謙
信

が
現
代
の
よ
う
な
健
診
を
受
け
酒
量
や
塩

分
を
減
ら
す
生
活
改
善
で
血
圧
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
た
ら
、
歴
史
は
違
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に「
健
診
」

と
は
健
康
か
ど
う
か
を
調
べ
て
病
気
の
危

険
因
子
を
早
く
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
り

（
一
次
予
防
）、「
検
診
」
と
は
が
ん
検
診

の
よ
う
に
特
定
の
病
気
を
早
期
発
見
し
て

早
期
治
療
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
（
二

次
予
防
）。

■  
栃
木
県
民
の
健
康

血
圧
と
言
え
ば
最
近
の
報
告
に
よ
る
と

高
血
圧
の
患
者
数（
人
口
10
万
人
あ
た
り
）

は
栃
木
県
の
女
性
が
全
国
１
位
、
男
性
も

第
５
位
と
多
く
（
日
本
高
血
圧
学
会
）、

こ
れ
と
比
例
す
る
よ
う
に
脳
卒
中
死
亡
率

は
本
県
女
性
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
、
男

性
も
ワ
ー
ス
ト
４
位
で
し
た
（
厚
労
省
／

２
０
１
５
–
２
０
１
９
年
度
）。
県
民
健
康

栄
養
調
査
（
２
０
１
６
年
度
）
に
よ
る
と

本
県
で
は
男
女
と
も
７
割
以
上
の
人
が
国

の
食
塩
摂
取
量
の
基
準
値
を
超
え
て
お

り
、
脳
卒
中
は
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因

疾
患
の
第
２
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
県

に
お
け
る
脳
卒
中
対
策
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
（
栃
木
県
脳
卒
中

啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。
一
方
、
県
民
１

人
あ
た
り
の
所
得
額
で
栃
木
県
は
全
国
４

位
と
上
位
で
し
た
が
（
内
閣
府
／
２
０
１

９
年
度
）、
本
県
の
平
均
寿
命
は
男
性
37

位
、
女
性
45
位
と
全
国
の
中
で
も
下
位
で

し
た
（
厚
労
省
／
２
０
２
０
年
）。
こ
れ

ら
の
結
果
よ
り
、「
栃
木
県
民
は
経
済
的

に
豊
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
分
の

健
康
に
は
あ
ま
り
お
金
を
か
け
て
い
な

い
」、「
健
康
管
理
に
関
し
て
栃
木
県
民
は

収
入
に
見
合
っ
た
お
金
の
使
い
方（
支
出
）

を
し
て
い
な
い
」
と
言
え
そ
う
で
す
。
な

お
県
民
所
得
に
つ
い
て
は
群
馬
県
８
位
、

茨
城
県
10
位
と
北
関
東
３
県
は
い
ず
れ
も

全
国
上
位
に
あ
り
、
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
北
関
東
が
毎
回
最
下
位
争
い
を
演
じ
て

い
る
の
と
は
好
対
照
の
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
（
知
事
が
怒
る
の
も
よ
く
分
か
り
ま

す
）。

■  
未
病
と
健
康
寿
命

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
重
要
な
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
「
未
病
」
と
い
う
考
え
が
あ

り
ま
す
。
未
病
と
は
「
病
気
で
は
な
い
が

健
康
と
も
言
え
な
い
状
態
」「
健
康
と
病

気
の
間
を
連
続
的
に
変
化
す
る
中
間
地

帯
」
の
こ
と
で
あ
り
、

「
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）」

が
健
康
と
要
介
護
の
中

間
で
あ
る
よ
う
に
、「
未

病
」
は
健
康
と
病
気
の

間
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

意
味
し
ま
す
。
未
病
の

段
階
で
食
生
活
や
運
動

習
慣
な
ど
を
見
直
せ
ば

健
康
な
状
態
へ
の
早
期

回
復
が
期
待
で
き
る
た

め
、
未
病
対
策
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
大
切
な
視
点
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
未
病
の
概
念
は
貝
原
益
軒

の
「
養
生
訓
」（
江
戸
時
代
）
に
も
書
か

れ
て
お
り
、「
病
気
に
な
る
前
に
治
す
」

と
い
う
こ
の
考
え
は
現
代
の
予
防
医
学
に

も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
超
高
齢
社
会
を
幸

せ
に
生
き
る
に
は
未
病
改
善
が
大
切
（
か

な
が
わ
未
病
改
善
宣
言
）
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
中

間
（
緩
衝
）
地
帯
を
制
御
（
制
圧
）
す
る

こ
と
の
重
要
性
は
病
気
も
戦
争
も
同
じ
で

あ
る
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
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